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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月19日(2008.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 ２平面蛍光透視画像形成装置であって、
第１平面で画像を作るための第１画像形成システム、
この第１画像形成システムと連絡した第２画像形成システム、
およびこれらの第１画像形成システムおよび第２画像形成システムに結合された制御手段
、を含み、
前記第２画像形成システムは前記第１画像形成システムと独立に動くことが可能であり、
第２平面で画像を作し、
前記制御手段は、画像を作る際にこれらの第１画像形成システムおよび第２画像形成シス
テムを交互に作動させ、
前記第１画像形成システムおよび前記第２画像形成システムは、親／子関係に構成され、
前記第１画像形成システムが親であり、前記第２画像形成システムが子であって、この親
画像形成システムが作動して画像を作ってから子画像形成システムにトリガパルスを送っ
てこの子画像形成システムの作動を始める装置。
【請求項２】 請求項１の装置に於いて、前記第１画像形成システムおよび第２画像形成
システムが交互に作動して各々一連の連続する画像を作り、そして、各画像がフレームを
形成し、連続する画像の各系列が連続するフレームの系列を形成する装置。
【請求項３】 請求項２の装置であって、更に、前記第１画像形成システムおよび第２画
像形成システムの各々によって作った画像を同時に表示するために前記第１画像形成シス
テムおよび第２画像形成システムに結合されたディスプレー手段を含む装置。
【請求項４】 請求項３の装置に於いて、前記ディスプレー手段が画像を前記第１画像形
成システムおよび第２画像形成システムによって作ったときにそれらを表示する装置。
【請求項５】 請求項３の装置に於いて、前記ディスプレー手段は、前記第２システムが
画像を作るために作動している間、前記第１システムからの画像を連続的に表示し、前記
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第１システムが画像を作るために作動している間、前記第２システムからの画像を連続的
に表示する装置。
【請求項６】 請求項３の装置であって、更に、画像を作ったときにそれらを記憶するた
めの、および作った画像を前記第１画像形成システムおよび第２画像形成システムから前
記ディスプレー手段へ交互に送出するための記憶手段を含む装置。
【請求項７】 請求項６の装置に於いて、前記記憶手段が前記ディスプレー手段への画像
の送出を同期して、前記第１画像形成システムによって作った画像と前記第２画像形成シ
ステムによって作った画像とを同時に表示する装置。
【請求項８】 請求項６の装置に於いて、前記記憶手段が画像をリアルタイム・ディジタ
ルビデオとして記憶する装置。
【請求項９】 請求項６の装置に於いて、前記記憶手段がハードディスクドライブである
装置。
【請求項１０】 請求項６の装置に於いて、前記記憶手段がビデオカセットである装置。
【請求項１１】 請求項１の装置に於いて、前記第１画像形成システムが第１Ｃ形アーム
を含み、該第１Ｃ形アームが第１の軸の周りに回転可能であり、また、該第１の軸に垂直
な方向で軌道回転可能であり、前記第２画像形成システムが第２Ｃ形アームを含み、該第
２Ｃ形アームが第２の軸の周りに回転可能であり、また、該第２の軸に垂直な方向で軌道
回転可能である装置。
【請求項１２】 請求項１の装置に於いて、前記第１画像形成システムがＸ線ビームを作
るための第１Ｘ線源、このＸ線ビームの少なくとも幾らかを受けおよび画像を現像するた
めの第１像受容体、並びに第１Ｃ形アームを含み、この第１Ｘ線源がこの第１Ｃ形アーム
の一端に配置され、この第１像受容体がこの第１Ｃ形アームの他端に配置されていて、お
よび上記第２画像形成システムがＸ線ビームを作るための第２Ｘ線源、このＸ線ビームの
少なくとも幾らかを受けるための第２像受容体、および第２Ｃ形アームを含み、この第２
Ｘ線源がこの第２Ｃ形アームの一端に配置され、この第２像受容体がこの第２Ｃ形アーム
の他端に配置されている装置。
【請求項１３】 請求項１２の装置に於いて、前記第１画像形成システムが、更に、地面
上で動き得るように配置した第１車輪付きベースを含み、前記第１Ｃ形アームがこの第１
車輪付きベース上に動き得るように配置されていて、前記第２画像形成システムが、更に
、地上で動き得るように配置した第２車輪付きベースを含み、前記第２Ｃ形アームがこの
第２車輪付きベース上に動き得るように配置されている装置。
【請求項１４】 請求項１の装置に於いて、前記第１Ｃ形アームの直径が前記第２Ｃ形ア
ームより大きく、前記第２Ｃ形アームが、前記第１Ｃ形アームの中に入れ子になるように
、前記第１Ｃ形アーム上に動き得るように配置されている装置。
【請求項１５】 請求項１の装置に於いて、前記第１画像形成システムが第１平面で画像
を作るために各々第１Ｃ形アームの対向する端に配置した第１Ｘ線源および第１像受容体
を有する移動可能な画像形成システムであり、前記第１画像形成システムが、更に、地上
で動き得るように配置した第１車輪付きベースを含み、前記第１Ｃ形アームがこの第１車
輪付きベース上に動き得るように配置されており、
前記第２画像形成システムが、第２平面で画像を作るために各々第２Ｃ形アームの対向す
る端に配置した第２Ｘ線源および第２像受容体を有し、該第２Ｃ形アームは、前記第１Ｃ
形アームから独立して動作可能であり、前記第２画像形成システムが、更に、地上で動き
得るように配置した第２車輪付きベースを含み、前記第２Ｃ形アームがこの第２車輪付き
ベース上に動き得るように配置されており、
前記制御手段が、前記第１画像形成システムおよび前記第２画像形成システムを各々一連
の画像を作るように交互に作動させ、各画像がフレームを形成し、連続する画像の各系列
が連続するフレームの系列を形成し、前記装置が更に、前記第１画像形成システムおよび
前記第２画像形成システムの各々によって作った画像をそれらの画像を作るときに同時に
表示するために前記第１画像形成システムおよび第２画像形成システムに結合され、前記
第２システムが第１フレームを作るために作動している間、前記第１システムからの第１
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フレームを連続的に表示し、前記第１システムが第２フレームを作るために作動している
間、前記第２システムからの前記第１フレームを連続的に表示するディスプレー手段を含
む装置。
【請求項１６】 請求項１５の装置に於いて、前記第１画像形成システムが第１Ｃ形アー
ムを含み、該第１Ｃ形アームが第１の軸の周りに回転可能であり、また、該第１の軸に垂
直な方向で軌道回転可能であり、前記第２画像形成システムが第２Ｃ形アームを含み、該
第２Ｃ形アームが第２の軸の周りに回転可能であり、また、該第２の軸に垂直な方向で軌
道回転可能である装置。
【請求項１７】 請求項１５の装置であって、更に、画像を作ったときにそれらを記憶す
るための、および作った画像を前記第１画像形成システムおよび第２画像形成システムか
ら前記ディスプレー手段へ交互に送出するための記憶手段を含む装置。
【請求項１８】 請求項１７の装置に於いて、前記記憶手段が前記ディスプレー手段への
画像の送出を同期して、前記第１画像形成システムによって作った画像と前記第２画像形
成システムによって作った画像を同時に表示する装置。
【請求項１９】 請求項１５の装置に於いて、前記第１Ｃ形アームの直径が前記第２Ｃ形
アームより大きく、前記第２Ｃ形アームが、前記第１Ｃ形アームの中に入れ子になるよう
に、前記第１Ｃ形アーム上に動き得るように配置されている装置。
【請求項２０】 請求項１５の装置に於いて、前記第１Ｃ形アームの直径が前記第２Ｃ形
アームより大きい装置。
【請求項２１】 ２平面蛍光透視画像を撮るための方法であって、（ａ）第１平面でＸ線
写真を撮るための第１可動型画像形成システムを用意する工程、（ｂ）第２平面でＸ線写
真を撮るための第２可動型画像形成システムを用意する工程、（ｃ）フレームを形成する
画像を作るためにこの第１画像形成システムを作動する工程、（ｄ）この第１画像形成シ
ステムで作ったフレームを表示する工程、（ｅ）フレームを形成する画像を作るためにこ
の第２画像形成システムを作動する工程、（ｆ）この第２画像形成システムで作ったフレ
ームを表示する工程、および（ｇ）必要に応じて工程（ｃ）ないし（ｆ）を繰り返す工程
を含む方法。
【請求項２２】 請求項２１の方法に於いて、工程（ｄ）は、前記第２システムが画像を
作るために作動している間、前記第１システムによって作ったフレームを連続的に表示す
る工程を含み、工程（ｆ）は、前記第１システムが画像を作るために作動している間、前
記第２システムによって作ったフレームを連続的に表示する工程を含む方法。
【請求項２３】 請求項２１の方法に於いて、工程（ｄ）および（ｆ）が、更に、前記フ
レームを作ったときにそれらを記憶する工程を含む方法。
【請求項２４】 請求項２３の方法であって、更に、（ｈ）前記記憶したフレームを検索
し、表示する工程を含む方法。
【請求項２５】 請求項２１の方法に於いて、工程（ａ）が、更に、第１Ｃ形アームの対
向する端に配置した第１Ｘ線源および第１像受容体を有する第１画像形成システムを用意
する工程を含み、工程（ｂ）が、更に、第２Ｃ形アームの対向する端に配置した第２Ｘ線
源および第２像受容体を有する第２画像形成システムを用意する工程を含む方法。
【請求項２６】 請求項２５の方法に於いて、工程（ａ）が、更に、第１車輪付きベース
上に動き得るように配置した上記第１Ｃ形アームを有する第１画像形成システムを用意す
る工程を含み、工程（ｂ）が、更に、第２車輪付きベース上に動き得るように配置した前
記第２Ｃ形アームを有する第２画像形成システムを用意する工程を含む方法。
【請求項２７】 請求項２５の方法に於いて、工程（ａ）が、更に、大きい直径の第１Ｃ
形アームを用意する工程を含み、工程（ｂ）が、更に、この第１Ｃ形アーム上に動き得る
ように配置され、小さい直径の第２Ｃ形アームを用意する工程を含んで、この第２Ｃ形ア
ームが前記第１Ｃ形アームの中に入れ子になるような方法。
【請求項２８】 請求項２５の方法に於いて、工程（ａ）が、更に、大きい直径の第１Ｃ
形アームを用意する工程を含み、工程（ｂ）が、更に、小さい直径の第２Ｃ形アームを用
意する工程を含む方法。
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